


療養病床における医療提供状況  
0 医師による直接医療提供頻度 〔中医協「慢性期入院医療実態調査」（平成17年11月11日中医協資料）〕  

巨丘±■－さ－  

介喜蔓療毒蔓転病  

％  20％  40％   60％  80％ 10  

週1回程度屯∈ll∃巳とノくノど必寮なしl＝】無Ⅰ萱】答l                                                     lt≡ヨ24時間体希叫 にヨ1日数【司l≡ヨ毎日 l＝ヨ週2一－3【司程度【コ   

〔医療経済研究機構「療養病床における医療提供体制に関する調査」（平成16年3月）〕  

医療保険適用、介言峯保険適用、それぞれlこ入院する患者の状態  

介護保険適用の療養病床  
平成16年3月  

医療保険適月∃の療養病床  
平成16年3月  

9％  10％  20％  30％   40％   50％  60％   70％   80％   90％  100％  
駆逐Ⅰ病状カマ不安貢巨で常時医学的管理を要する  
国病状は安二三巨し．てしヽるカモ容態の急変カモ起きやすしヽ  
⊂コ容態急変の可肯巨一l生は低しヽカモ一定の医学的管理を要する  
⊂コ容態急変の可育巨一性lまイ氏＜福祉方転設や住宅lこよって対応できる  
■その他  
l霞l無［亘】答   
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改定のねらい  

□ 今回の診療報酬・介護報酬の同時改定は、医療   
保険と介護保険との役割分担の明確化を自的とし   

ている。  

口 患者の状態に応じて病棟間で適切な移動を行う   

などして、病棟間の性格を明確にすることが重要。  

・医療の必要性が高い患者 → 医療療養へ  

・医療の必要性が低く、介護の必要度が高い患者  

→ 老健施設等へ  

平成18年度改定による見直し  

【平成18年3月末まで】  【平成18年4月～6月】  

（若人） 1，209点  （若人）1，187点  
療養病棟入院基本料1  

（老人）1，1．51点  （老人）1，130点  

（若人） 1，138点  （若人）1，117点  
療養病棟入院基本料2  

（老人）1，080点  （老人）1，060点   

【平成18年7月以降】  （参考：介護療養病棟）  

ADL3   885点   1，344点  1，740点   

AD」2   764点   1，－344点  1，740点   

ADJl   764点   1，220点  1，740点  

医療区分1   医療区分2   医療区分3  

（低 ← 医療の必要性 → 高）  

要介護5   1，322単位   

要介護4   1，231単位   

要介護3 1，130単位   

要介護2   892単位   

要介護1   782単位   

入院基本料A：1740点、入院基本料B：1344点、入院基本料C：1220点、入院基本料D：885点、入院基本料E：764点  
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算定に当たっての留意事項（1）  

□ 医療従事者の配置要件   

○ 平成18年7月から、療養病棟入院基本料については、看護職員25：1／  

看護補助者25：1の配置が算定要件となる。   

○ ただし、医療区分2・3の患者を8割以上受け入れている病棟は、看護職員  

20：1／看護補助者20：1の配置を算定要件とする。（いずれかを満たせな  

い場合は入院基本料E（764点）を算定する。）また、当該病棟の看護職員  

は月平均夜勤時間数72時間以下の要件を満たす必要はない。  

□ 急性増悪時の対応   

○ 急性増悪により一般病棟へ転棟・転院する場合には、転棟・転院前3日間  

に限り、出来高算定が可能。この場合、入院基本料E（764点）を算定。  

□180日超の特定療養費化対象から除外   

0180日超の入院患者で医療の必要性が低いものに係る特定療養糞化の  

対象から除外。  

算定に当たっての留意事項（2）  

□ 入院基本料A（1740点）、入院基本料B（1344点）又は入院基   

本料C（1220点）を算定する患者については、定期的（原則とし   

て月に1回）に患者又はその家族に対して、別紙様式21又はこ   

れに準ずる様式により作成した書面又はその写を交付の上、十   

分な説明を行うとともに診療録に貼付しておくこと。なお、やむを   

得ない理由により説明を行うことが困難な場合であっても、患者   

又はその家族の求めに応じ、当該書面又はその写を交付すると   

ともに診療録に貼付しておく。  

ロ1日に2つ以上の区分に該当する場合は、該当するもののうち最   

も高い点数の区分で算定。  
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算定に当たっての留意事項（3）  

済f紋様式望及ヨ  

畢痛   転   貞ご分  

医懇区分・ADL蛙廿－こく昇る喜寧ー：五穀  
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算定に当たっての留意事項（4）  
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医療区分について（1）  

【疾患・状態】  

■スモン・医師及び看護師により、常時監視・管理を実施している状態  

【医療処置】  

・中心静脈栄養・24時間持続点滴・人工呼吸器使用・ドレーン法・胸腹腔洗浄  

・発熱を伴う場合の気管切開、気管内挿管・酸素療法・感染隔離室におけるケア  

【疾患・状態】  

・筋ジストロフィー・多発性硬化症 一筋萎縮性側索硬化症 りく－キンソン病関連疾患  

・その他の難病（スモンを除く）  

・脊髄損傷（頸髄損傷）・慢性閉塞性肺疾（COPD）   

■療病コントロールが必要な悪性腫癌・肺炎・尿路感染症  

・リハビリテーショシが必要な疾患が発症してから30日以内・脱水  

■体内出血・頻回の嘔吐・裾癒 末梢循環障害による下肢末端開放創  
・うっ血性潰癌′・せん妄の兆候・うつ状態・暴行が毎日みられる状態  

【医療処置】  

・透析・発熱又は嘔吐を伴う場合の経腸栄養 ■暗疲吸引  

・気管切開・気管内挿管のケア ■血糖チェック  

・創傷（皮膚潰癌・手術創・創傷処置）  

医療区分2・3に該当しない者  

医療区分について（2）  

□・これらの．医療区分については、それぞれ項目の定   
義、評価の単位、留意点などが別途定められている。  

（例）2．医師及び看護職員により、常時、監視及び管理を実施している状態  
○項目の定義   

循環動態および呼吸状態が不安定なため、常時、動脈血酸素飽和度、血圧、   

心電図、呼吸等のバイタルサインを観察する必要がある等、医師及び看護職員に   

より、24時間体制での監視及び管理を必要とする状態  
○評価の単位  

1日毎  

○留意点   

少なくとも連続して24時間以上「項目の定義」に該当する状態にあること。（初日を  

含む。）動脈血酸素飽和度、血圧、心電図、呼吸等のバイタルサインが、少なくとも  

4時間以内の間隔で観察されていること。なお、医師による治療方針に関する確認が  
行われていない場合は該当しない。  
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医療区分について（3）  

□ 評価に当たっての留意点  
○ 連続して該当すると判定できる日数の上限が設定されているもの   

続して該当す   

る   

＜医療区分3＞  

－24時間持続点滴（連続する7日を超えた場合は8日目以降は該当しない）   

＜医療区分2＞  

一尿路感染症（連続する14日を超えた場合は15日目以降は該当しない）   

・脱水（連続する7日を超えた場合は8日目以降は該当しない）   

・せん妄（連続する7日を超えた場合は8日目以降は該当しない）   

・経腸栄養を行われており且つ発熱又は嘔吐を伴う状態（連続する7日を超えた場合は8日目以降  
は該当しない）   

○ 当該状態にあった日から連続して該当するものとした日数が設定されているもの   
＜医療区分2＞   

1体内出血（出血が見られた日から7日間該当）  

■頻回の嘔吐（嘔吐のあった日から3日間該当）   

・頻回の血糖検査（検査日から3日間該当）  
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